
大阪市立大学山岳会ニューユ  

チベット高原は4500m以下の所はほとんどない  

と言う高地で、遊牧民の住む緩やかな山波の草原地帯  

があるかと思えl式∴恐峻な山岳鮒漠状の観  

濁流の渦巻く大河など、ありとあらゆる地形の昆在し  

たところでした。唯一の共通点は樹木が全くないこと  

である。そんな高地が3000キロも続き、まさに世  

界の屋根だと実感させられた。   

今年はモンスーンが強くて、雨が多く、道路は滅茶  

苦茶に荒れていて、まるでオフロードラリーをやって  

るような場所が多かった。我々も運転を交代して効率  

よく走ろうと考えていた力＼素人には芋も足も出せな  

い所だった。渡河あり、泥沼あり、適格崩壊あり、川  

の中での座礁ありで、時には僅かの轍を捜しながら草  

原や砂漠をウロウロ、その上、ボンコツ車で故障が頻  

発、宿泊地の到着は毎晩11～12時頃という有様で  

あった。残念なこ  

とに、期待したヒマラヤ山脈はドップリ雲に覆われて  

ほとんど見えなかった。  

ラサ～カシュガル「天上のシルクロード」  

4000キロの旅  小林 深  

期間   ：7月30日～8月20日  

メンバー：とやま山の会 3名と小林の4名  

刀イド、通訳、運転手3名 ランクル3台  

1）ラサ～タルチエン（カイラスの登山口）7月  

31日′）8月6日   

飛行機でいきなり3700mのラサに下りたので、  

ホテルの階段を登るだけで息苦しさを感じた。ラサの  

市街はすっかり中国化してしまって、旧市街のチベッ  

ト族居住他或に行かないとチベットヘ来たという感じ  

がしない。その中心であるジョカン寺へ行くと、チベ  

ット中からお参りに訪れた人々で、雑踏していた。五  

体投地をしながらジョカン寺を廻っている人も居て、  

チベットが実感できる。  
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600ミリまでレンズ持って行ったのに、使うチャン  

スはゼロでした。  

2）カイラス巡礼 8月7日～8日   

今年は13年に1度のウマ年であり、カイラスにす  

べての神々（仏）が集まって＜る年である。そのため、  

今年の巡幸uま1周が例年の13周に相当すると云うの  

で、1日1万人もの巡礼者が歩いているとの事であっ  

た（刻閉式数千人位？）。チベット中から、一族郎党が  

集圧ーでトラックをチャータして、野宿しながらやって  

来る。一生一度の大旅行らしい。   

その52キロの道を、巡礼者達は楽々と1日で廻っ  

てしまう。しかも、折角来たからと5周も10する周  

もするらししt我々は2日で廻ることにして、1日目  

はカイラス北面ガ綺麗に見えるディラ・プク・コンパ  

（5210m）で泊まる。1週間も5000mの高地  

lこ居たので、翌日のドルマ・ラ（5668m）越えは  

それ程の急坂でなかった事もあり、意外と楽に登れて  

しまった。しかし、峠からの長い長い下り道にはうん  

ざりしてしまう。   

チベット人たらlよ子供から老人まで、こともなげ  

にスタスタ歩いており、そのタフさにはあきれてしま  

う。10歳＜らいの子供が2歳＜らいの幼児をおふっ  

て歩いていたりする。大麦を煎った粉をパター茶で練  

り固めたツアンパしか食べていないのに、何処からエ  

ネルギーが出て＜るのだろう。   

彼らには外国人である我々が珍し＜て仕方ないらし  

＜、注目の的にされる。タシテレ（コンニチハ）と云  

うと、皆嬉しそうlこ＝コニコして大きな声で応えて＜  

れる。純朴で、人懐っこ＜て、温かなJ山の、簡幌乳1  

人々であった．それ机この旅で一番印象に残ったこ  

とであった。チベット自淘区に大挙入植して果てチベ  

ット人よりも多＜なってしまった中国人も、戟光客も  

ー人も居な＜、そこはチベット人だけの世界であった。  

辿り着いた，瓢明けてみたら村の裏山に崩れかけ  

た洞窟力囁数に見えた。幾ら交渉しても見学許可頒  

えなかったビャン遺跡であった。1000以上もある  

洞窟は、まだ調査が終わっていないそうだ。たまたま  

泊めてもらった家力＼管理人の家だったので内緒で遺  

跡を少しだけ見せてもらう。さらに隣村のドンカノLの  

遺跡も少し見せてもらった。真っ暗欄の利こ、素  

晴らしい色彩の壁画があった。   

次いでサトレジ川（ガンジスの最上流）沿いにある  

クゲの遺跡を訪問、ここは見学可能になっていた。ク  

ゲもビャン・ドンカルも毛沢東（瑞Ⅰ衛兵がやって果て  

徹底的に破壊した後、僅かに難を逃れた壁画と云うこ  

とであった力＼見るものを圧凰するような美しさがあ  

った。クゲ周辺はサトレジ川を挟んで両岸に、侵食に  

より形成されたチヨルテン群（仏塔に似た岩）が延々 ）  

と連なり、壮大な景観をなしていた。すっかり満足し  

て、ツアンダを後に新蔵公路へ引き返す。   

軍事基地の弧アリを過ぎてインドとの国境紛争地  

域に入ると、中国軍による遊離転塾ユニ事が盛んに行わ  

れていた，衝突時のための軍用道路なのであろう。ほ  

とんどが苧も生えない不毛の丘陵地帯で、遊牧民も全  

＜居なしtこんな役にも立たない土地を、何のために  

争っているのだろうと思ってしまう。K2に一番近い  

村、マザルでもカラコルムの山々はモンスーンの雲に  

隠れて何も見えな力＼った。   

タクマラカン砂漠に出る昂後の山地を通過中、崖崩  

れと巨大な落石に遮られてしまう。前を走っていたト  

ラックが通過した直後、我々との数分間に起きた崩壊  

で、間■髪で助かったのであった。運良＜ショベルカ  

ーが3時間程して到害した。運が瓢1と、3日位は閉  

じ込められてしまうらししtそんな地域である。開通  

までに9時間も掛ってしまう。   

タクマラカン砂漠の天山両道lよコンクリートの舗  

装道路になっていた。古のシルクロードの面影牒肖え  

つつあるようだ。アーバンからカシュガルまで、10  

0キロ以上のスピードで走る。   

カシュガルは人口40万人の大都会、新旧コテヤコ  

チャの混沌の最中にあった。古いウイクルの町並みが  

壊され、コング」－トのビルこ変わりつつある。あと  

5年もしたら異郷感のないコンクリートの都会になっ  

ているだろう。日曜日の大バザール嵐旅人を満足さ   

3）クゲ遺跡～カシュガル 8月9日～19【］   

後半のハイライトはクゲ遺跡、クゲは8世紀に生ま  

れたチベット最初の王国であった力t17世紺こ滅亡  

した。道路崩壊で通行不能と云うのを、ガイドを説得  

して強引に行＜。ここはさらに；蟄ノ1僻地で、行き交う  

車は終日1台もなかった。仰mを越える山中の物  

ヨ乱＼悪路を1日力＼けて突破、深夜12時にビャン村に  
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すに充分であった。訪れるなら今の内である。印パ紛  

争のあおり頒因か、パキスタンとの国境、クンジュ  

ラフ峠は封鎖されていた。  

連絡下されたし」であった。  

ここで小万民について触れておこう。  

彼は私と全＜同年輩である。同志社山岳部のOBで、  

私と親し＜なったのは彼がJACの理事として領有恒  

氏の秘書役をしていた頃である。以来、理事会で関西  

の大学の海外登山について議論したものである。し力＼   

し、数年後、彼I珊我々の前から姿を消したのであ  

る。  

何が彼をそうさせたかは定かではなかった力＼196  

8年、彼は政府高官に招かれ、ブータンに入国、その  

後、現国王の戴冠式も含め十数度にわたって入国、ブ  

ータンの人々との摂善的役割を果したのであった。（丁  

度、コロンボ計画で1964年昔任した西岡京治氏と  

前後している）  

そして、6年前、1996年よりデンプーから75k  

mの地点にあるフナカに居住するようになり、ブータ  

ン大蔵省の相談役をかっているのである。夜、彼の招  

きでイージン・ゲストハウスに行き、夕食を共にし、  

35年の空白を埋めたのであった。翌17日、デイン  

プーからフナカ、そしてトンサヘ210km6時間の  

ツアーである。  

途中ドチユ・ラ（3．200㍍）ではブータンの最高  

峰ガンカ・プンスム（7，541㍍）の眺望が期待さ  

れたが霧のため見ることはできなかった。峠の茶屋に  

は京大のマサ・コン（7，194㍍）登頂記念の双眼  

鏡が設置されていた。  

ブータン紀行   

広谷光一郎   

6月15日バンコク空港で、橋本信行氏と鋭い  

よいよブータンに入ることとなった。橋本氏とは昨年  

夏、オーストリア、ウィーンで逢って以来のことであ  

る。  

今回のブータン行きは、私にとっては昨年来の宿願で  

あった。何故なら、昨年JACの［澗と計画し、直前、  

S字結腸癌手術のため、私のみ参加できなかったから  

である。このようなことで、今年は我々のクループ4  

名（1998年ポカラトレック、1999年フンザ・  

カラコルム、2000年カシュガル・クンジュラグ・  

パスなどに同行した仲間）他歯科医グループ5名  

が加わった計画となり、男性4名、女性6名のニギニ  

ギしい旅となった。  

バンコクよりカルカッタ経由で、ブータンの玄関バロ  

に。シヤキムよりブータンに入る機中より、モンスー  

ンの雲海中にチヨモラリ（7，314㍍）の美しい山  

容を見ることかできた。  

バロより専同車にて約2時間、首都デインプーヘ。デ  

インプー（2，200㍍）は首都とはいえ、人口約4  

万人（ブータン人口60万人）、街のたたずまいは、ネ  

パールでもなく、チベットでもない。  

何故だろう。  

ブータンは30年前までは自動車の通れる道路がなく、  

町といえる町がまったくなかった。  

つまり、デインプーは人が集まるから町ができたので  

はなく、町作りをして、人を集めたというのが実情ら  

しい。  

従って、カトマンズやラサのような自然さがないので  

あろう。宿に書いたら懐かしい小万全弘氏の置手紙が  

あった。「貴兄の到着を待った机下痢で体調悪＜、常  

宿のイージン、ゲストハウスヘ戻ります。都合付けば  

私は小方氏のパジェロに乗り換え、シヤクナゲや古木  

の美しい原生林につくられた道路を徐々に高度を下げ  

ながら、やがて棚田が広がるフナカ（1，350㍍）  

に到着、彼の口利きでフナカ・リンに入ることができ  

た。  

フナカ・リンは幾度も災害（火災、地震、水害など）  

を受け、改築が繰り返されてきたリン（城塞）で、リ  

ン最奥部には大きな講堂があり、本尊の仏陀が安置さ  

れていた。このリンにはシヤフドゥン（17世糸討）頃  

の高僧でブータンを統一、各地の要所に戦略的、政策  

的拠点としてリンを作った。また、ブータンではこの  

僧の転生仏を最高権威としている）力＼チベットから  

持ってきたという観音菩薩の像があり、これはフ一夕  
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ン人はもとよりチベット世界全体に重要な存在と見な  

されている。  

ブナカ・リンからパジェロで約15分の高台に小万民  

の家はあった。立派な3階建て、1階はプナカ・リン  

のN⊃2の高僧家族が住んでおり、彼はお手伝いさんと  

2階を居住としていた。  

私たちは、しばしばビールを片手に、旧交を暖め、別  

れを惜しんだのであった。   

無数のタルシン（タルチヨのこと）の立てられたペ  

レ・ラ（3，350㍍）を越え、トンサに近ついたこ  

とカサつかったのは、深い渓流を挟んで、見事にそびえ  

立つトンサ・リンカ唄．えた時である。このゾンはブー  

タン以東から入って＜る人々の入り口に控える堅固な  

関所であり、同時にこの地域の行政府であったのであ  

る。  

しかし、この谷の向こうへ行＜ためには30分も迂回  

しなければならなかった。行程のほとんどが小さな村  

を縫うように走ってきたのだ力＼この辺りからブータ  

ンの田舎の替らしがおのずとみえてきた。  

山腹にへばりつ＜ようにポッン、ポッンと建っている  

民家は規模が大き＜立派である。特徴としては、石積  

みなどの土台部分の1階は家畜小屋や物置に、木枠組  

の木造部分の2階は居室で、多＜は2～3階建てで、  

屋根裏をもうけているようである。木造部分は最も特  

徴があり、内外ともに細かい装飾や暮色が行われてい  

て、非常に華や力＼である。  

というセリフのない舞踏射である。  

チャムの合間にはキラ（女性の民族衣装）で盛装した  

村の乙女たちによる歌や踊りが催される。そのまか「ア  

ツアラ」と呼ばれる道化達カリてントマイ山剥こ観客を  

笑わせる力＼ペニスの撥と太鼓で若い女の子を追い回  

したりして、観客と舞台を結J5役目をする。私たちは  

始めて見るチャムにシャッターを夢中で切ったのであ  

った。  

6月20白、この目は当所から企画していたクジュラ  

カン㈹院）でのクル・リンボチユの祭り「ツ工チュ」  

を見学してワンデコルポタンヘもと来た道を戻るので  

ある。ここで、ブータンの仏教について解説してみよ  

う。  

結論から言うと、大乗仏教を国教としている。その伝  

来は日本より一世紀遅＜7世紀前半の頃とされている。  

ブータンの1年間の祝日のうら、建国、新年、春分‥・  

などといった暦関係のものに比べて釈迦の誕生、成道、  

出家といった仏教関係のものが非常に多＜、この祝祭  

日の中で特異なのがクル・リンボチェのツエチュ祭り  

で、全国同じ目ではな＜、各県ことに白が異なり、し  

かもこのツェチュ祭りが最も盛大なのである。  

功レ・リンボチエの生涯lよ不明な部分が少な＜ない  

が伝えられるところによれば、パキスタンのスワット  

地方の北西にあるダナコーシヤ湖の蓮の花から8才の  

子供の姿で生まれたとある。国王の養子として迎えら  

れて成長してからは国政まで委ねられている力＼結局  

はインドに赴いて出家する。そこで、多＜の師のもと  

で顕教、密教の修行に励み高僧となる。（仏陀とよ＜似  

た運命である）。8世紀後半、チベットに赴いた師は、  

土着の鬼神を調伏してチベットに仏教伝播の礎を築＜。  

そして、チベットに限らず、ブータン・ネパールを含  

むヒマヤラ地域一帯に密教系の仏教を流布するのに大  

き＜貢献したのである。  

チベット・ブータンの仏教では、釈迦の生涯に起った  

誕生、出家、成道、淫楽という12の重要な出来事を  

追うことによって描かれている力＼同様にクル・リン  

ボチュの生涯も12の出来事に要約される。  

しかし、釈迦と本質的に趣を異にするのは釈迦が淫楽  

という形で生涯を終えるのに対して、クル・リンボチ  

ェにはそれがないのである。つまり、クル・リンボチ  
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プムタンではオーナーの名前で呼ばれているレキワン  

モロツジに2日間の面白となった。夜は寅赤に焼いた  

石を入れて湯を沸力＼すという石風呂を貰い、久方振り  

の寛いだ一時をもつことができた。  

6月19日、ニマルン僧院のお祭りを見るためのハイ  

キンクが企画された。ロッジから1時間、道路から1  

0分程川面に向かいチユメ・チュOlt）にかかった吊  

り橋を渡り、急な山道を25分程登った山の中にニマ  

ルン†部完があった。1900年にチベットから招かれ  

た活仏、ドーリン・トゥルクが開設したと害1つれてい  

る。この日の祭りはツ工チュ（クルの祭り）ではな＜  

チャム（仮面舞臣融である。近隣の村々から大勢の村  

民が祭りを楽しみにやってくる。  

内容は害者善が踊り手に降臨し、その力で悪霊を鎮める  



ユは密教を広め、現在も師はそこに座すというのであ  

る。すなわち、この世を去るにあたって「月の十日に  

法要を勤める人のいるところには必ず戻って＜る」と  

いう言葉を残したので、信者にとってはクル・リンボ  

チェは遠い存在ではな＜、身近な感じで接しられるの  

である。  

－ピサニ／ピーク武者」  

藤本 勇   

女房とジョムリンからトロンパス（5400m）を  

越してマナンに入り、ピサンピークを仰いだのは19  

95年の要であった。それ以来、頭の中ではピサンピ  

ークの姿が消えなかった。女房はフランスヘの旅に1  

ケ月間、出力lけることになったので、急遽ネパール行  

きの格安券を購入した。今回は一人旅である。  

．かト∇ンズに丁   

2002年6月23日 ロイヤルネバーノL個ぎでカト  

マンズ空瀞こ降り立つ。イミクレには4月からJCA  

のシニアボランティアで赴任した北濃吾が出迎えに果  

て＜れていた。   

翌日、日本からの登山隊の大半のお世言古をしている  

コスモ・トレックに出向＜。馴染みのシェルパやポー  

ターが遊んでいた。すぐに彼らに7月の予定を聞＜と  

「何も仕事がないので一緒に山に行きたい」と申す。  

早速、彼らとピサンピークの準備にかかる。テントや  

炊事用具などは大阪山の会の物を使わせて貰う。  

以上のようなことから、「ツェチュ」は毎月の法要であ  

り、各地で特定の月と日を定め、休日となし、盛大に  

行われるのである。目を見張るような500畳はあろ  

うかと思うトンドル（クル・リンボチェを主導に刺繍  

で描かれたシルクの大掛物）欄帳されていて、広場  

には2～300名の憎が編座し、高僧の読緯と打楽器  

による荘厳な法要が行なわれている。  

法要が営まれるうちに人々はトンドル（大掛物）の前  

に進み、その裾を矧こいただいて、クル・リンボチュ  

の加護を、そして家族の無病息災を祈願するのである。  

伝によれl£この祈願により、生まれてから今月まで  

の悪しき事全て力唱午されるとのこと、本日古希を迎え  

た私にとってはこの上なき祈願となった。（善に、ク  

ル・リンボチェの誕生日は6月20日である）  

お祭り後、夕方、ウォンデイブオタンの川添いにある  

リゾートホテルに到善、夕食会は私の祝古希、誕生祝  

いを盛大にしていただき、この上なき幸を感じたので  

あ昂。翌6月21日専用車でもと来た道をバロに戻り、  

22日バンコクで橋本氏と別れ、この旅は終わった。  

念願のプ一夕ン旅行では期待していたヒマラヤの山々  

は見ることはできなかった放物乞いしない子供達、  

民族衣装でオシャレな人々、素朴な村々、簡髄乳1人々  

と多＜のリンや†甑  

何といっても素朴な風情は私が忘れていたものを思い  

起こさせて＜れたようである。   

橋本兄よ、来春はランタン・リルンに行こう！」以  

上  

ピサンヘ感け丁／・レッ手ツタ   

メンバー 藤本 勇（6Ⅵ  

クライミンク・シェルパ  

ツル・ノV＼ドル・タマン（36）通称ツル若  

手ッチン・ボーイ  

アリ・ノV＼ドル・チャムルカイ（31）通称アンタレ書  

6月30日 カトマンズから空路でポカラに書＜。   

ポカラでジョムリン行きのフライトを待ったが3日  

間キャンセルが続＜。その間、5月末に仮オープンし  

た国際山岳博物館を訪ねる。  

7月3日 ポカラ→フルプレ   

早朝のジョムリンフライトは今日こそ飛んで＜れる  

と期待して空港に行＜。やはりジョムリン周辺の天気  

が悪＜キヤンセノkこれではピサンに何時書けるか分  

からない正）で、下山に使う予定であったコースを登る   
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ことにする。少しでも今日中に行けるところまで歩き  

たいのでタクシーを利用してベシサハールに向かう。  

ダナキュからは登りの連続」標高が2200米を越  

したので昨日までのような汗はかかなしtマルシャン  

ディ河からの吹き上げる風が汗を弓ル1てくれる。南ア  

ルプスでも歩いているような松林や杉の木の樹柿帯が  

ある。白い花が咲き舌Lれ、疲れた身体を癒やして＜れ  

る。一人旅に持古し相手がいないので寂しい。今日もト  

レッカーの姿を見かけなかった。   

チャーメの入り口にはネパール人専用のチェックポ  

ストあり。警察と軍隊がネパール人の荷物の中身を一  

人つつチェックしていた。マオイストの影響で、この  

ようなポストが出来ていた。チャーメはマルシャンデ  

イ沿し1では一番の村。街道の両側にはホテルやロッジ  

の看板が江ら王政鼠銀行・学校もあり。盾にはテレビ  

が置かれて昼間から子供がテレビを見ていた。また、  

電話局があってツル君はカトマンズの自宅に電話を入  

れていた。   

居でツル君とピサン・ピークの聾弊†画を練る。果  

たして上手く登頂できるだろうか。  

7月8日 チャーメ→ピサン   

やっと朝の便が普通にもどった。これも2日間、お  

かゆと梅干しで静養したからだろう。  

タレクからプラタンまでは一軒のバッティもない。静  

かな山旅を楽しむ。マナンの万から下りてくる現地人  

の姿を時おり見かけるだけでトレツカーの姿は見なしt  

上高地のどこかを歩いているようで道幅も広＜、道に  

は松葉が敷き詰められて20センチ以上もある松ぼっ  

くりが転がっている。   

ドクレポカリの手前の左岸は見覚えのある大きなス  

ラブ旨が数キロに及ぶ岩壁が替えていた。ピサン・ピ  

ークの山すそが見えた。BC予定地は畢の中である。   

ピサン部落の入り口近＜の個Maya」という  

ロッジをペースハウスに決めた。高度計は3120米  

を記していた。  

7月4日 フルプレ→シャンゲ   

フルプレからナディの道を「この道はいつ力＼来た道  

あーあそうだよ」のメロディを口ずさみながら歩く。  

ナディからパウンタダまではだらたらした登りが続く。  

約450米の標高差があり、最後の登りはサウナに入  

っているような汗をか＜。暑い。暑い。  

7月5日 シャングー→タル   

今日は一日、下痢の症状が出て元気がなしt朝の涼  

しい闇にピッチを上げる。ジャガードには2ケ所温泉  

力で弗いているそうだ。   

アンタレ吾は前を歩いたり、後ろを歩いたりしてい  

たが、荷物が重しⅥめ＼時々休む。もっとも主人の私の  

動向を注意深＜見守るためでもある。ツル書は私の後  

や横をきっらりと歩いて、少しでもバランスを崩しそ  

うになると手をさしのべる。   

タルの事前の4キロほどの所はマルシャンディ河の  

河l訂）電狭くなり、コルジュ状の所を急流が流れている。  

またタルの部落の所でl調床が広＜なっていた。   

タルにチェックポストあり。台帳をみると殆どが外  

人。日本人はいなしt年齢も20－30代の若者。ロ  

ッジに書くなりツル吾が私の汚れたものを洗濯してく  

れた。久し15てりにホット？シャワーを浴びる。気分壮  

快。  

7月6日 タル→タナキュ   

昨日の洗濯物は乾いていなしt下痢の症状はまだ治  

まっていなしt昨夜、アンタレが作ってくれた「おか  

ゆ」と梅干しが美味しかった。   

日陰の闇l淵に歩ける。カルテからタラパ＝まで  

l淀岸の日陰の遵を歩＜。昼食lよ主文してから飯をた  

くので2暗闇近＜はかかる。その間に昨日の洗濯物を  

乾かす。   

タラ／⊂二からはマナスノしのサマ部落に通じるラルキ  

ャラヘの違があった．ここから奥にはロッジやバッテ  

ィはないそうだ。  

ピサニン・ピーク脚  

7月9日 晴れ   

朝、目が覚めると部屋の窓からピサン・ピークが見  

えたので、あゎててカメラを用意して外に出ると雲に  

覆われてしまった．ピサン・ピークの頂上は6091  

米である。地図で調べると上高地の河童橋からピサ  

ン・ピークを仰ぐと、丁度、奥穂高小屋の位置にピサ   7月7日 タナキュ→■チャーメ  
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ン・ピークがある。なんと5朝紺＼ら標高差で奥穂高  

岳が1600米なので、さらに1400米も加えた高  

さにピサン・ピークがある，日本では信じられないほ  

どの大きな山である。   

朝晩装備・食料の点検をして、不足の食糧をピ  

サンの村で謂達する。   

今夜は久しぶりにチキンを一羽つぶしてご馳走を食  

べる予定であった机ツル君に「山に登る前だから殺  

生はやめましょう」との一言で断念する。  

7月10日 ＜もり時々晴れ  

ピサン（710）一主尾根との最低鞍部但05－9：15）－  

「段目のコフ（93α－－一二段目のコプ（9：55－10：05）  

－－8C予定地（1045－11：1（功一一弓lき返し点（12：15  

－12：20－8C予定地（1245－12：59一重尾根の  

コル（120－1：4α一ピサン（2：45）   

今日l式高度順応のために全員、空身で登れるところ  

まで登る予定で出かける。   

寒が低＜たれこめて上のピサン村近＜までガスカ切＼  

かっている，3400米あたりの樹林帯をななめ左に  

登り詰めると、主尾根の末端の赤茶けた岩壁のすそを  

巷＜。そこを登ると主尾根との最低鞍矧こいたる。こ  

のコルで高度計は3750米を記していた。   

振り返るとアンナプルナ2峰が高＜、雲の利こ襲え  

ていた。ここからの主尾根は≡段のコプがあってBC  

予定地は≡段目のコプの裏側にある。4000米近＜  

になると酸素が薄＜て登りになると息が苦ししt出発  

したピサンの村が眼下に見える。   

8Cの事前には馬が苧を食っていた。また、モンス  

ーンの今の時期は高山植物が咲き乱れる時期でもあっ  

てお花畑が美ししt白、黄、赤、青などの可憐な花が  

今を盛りと咲いていた。2年ぶりにフルーポピーにも  

再会した。   

BC予定地はカルカの石積みがされていて、私達の  

テント場にはタルチヨーの脚な乙札1ていた。高度計  

では4150米を記していた。ロッジで作って貰った  

チャパティを食べて、さらに上へと登る，芝生のよう  

な草地の斜面をタラダラと登る∴放牧されていた牛が  

教頭、私達の附こ寄ってきて何か食べる物をねだって  

いる，ツル君は「塩をねだっています」と云っていた。   

あまり無理することもな＜高度計が4500米を示  

している地点で引き返すことにする，1日で1400  

米の上り下りを8時間ほどでやると、やはりシンドイ。  

7月11日 ＜もり  

ピサン（8：05トー最†麟焙即10：30－1049一二段自  

の⊃フ（11：25－12：00－8C（1249   

今日は8C建設の白。最低鞍部の手前150米ほど  

のところの急登は今日も苦ししt BCの宇和き乱  

れる高山植物の写真を撮る。   

BCに善＜や、ツル君は手際よ＜テントを設営する，  

アンタレ君は35Lと10Lの水タンクをもって往復  

1時間の水＜みに出かける。帰ってきて35Lのタン  

クを持ら上げようとしても、私の力ではピクともしな  

しt彼l譲軽々と45Lの水を運んで来て＜れた。   

ツルとアンタレの二人は石を積んで立派なキッチン  

を作った。石囲の上に防水用フルーシートをかけた。  

7月12日 終日ガス、時々小雨   

視界5米ほど仰の中、モーニンクティで目が覚  

める。頭踊もな＜、目の腫れもな＜高山病の症状が出  

ていない。コーンスープにラーメンで朝食をとる。   

ツル・アンタレ両君はガス（7〕中、ピサンの宿に残し  

てきた荷物を取りに行＜。ここのカルカは最近では使  

われてしⅥ乱立 というのはピサン周辺の人lま香港やシ  

ンガポールに出稼ぎに行って、裕福になった。   

過去の登山隊がBCで牛や馬にテントを荒らされた  

記録もあり、私は終日テントの守をする，山は相変わ  

らずのガスで今日一日アンナ2峰の姿は見せて＜れな  

力＼った。  

7月13日 晴れ  

8C汀：25）－先日の引返し点（815－825）－ザレ場  

のトラバース地点（1010－1010トヰ8C（10：25  

－10：39－－－8C（11：500   

明け方3時頃に用を足しにテントの外に出るとピサ  

ンピークの方に星が輝いていた。今回の旅で星を見る  

のは初めてプ巳6時にシェルパ達が起き出して「山が  

見える」というので飛び出すとアンナプルナ、ラムジ  

ュンヒマールガンガプルナ、アンナ4峰までも見え  

た。久しぶりにカメラで山を撮る。   

今日はABCに荷揚げの白。ツル吾がザイルピッ  

ケノレアイゼンなどの荷物30キロを持って荷揚げす   
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と中央アルプスの宝剣岳と同じような人の横顔をした  

岩とマナンの方に鉄砲の先を向けた岩があった。   

ツル君は「高いところでは頭を暖めた方が高山病に  

なりませんよ」と云うので冬用の帽子をかぶって眠る。  

二人は相変わらず夜遅＜までチェスを楽しんでいた。  

瓦アンタレ書は午前中BCのテントを見守り、午後  

になってから水場で35キロの水を汲んで荷揚げする。  

私は相変わらず」ユツクの中は雨具の上下、薄手のフ  

リースの上着、防風菩、水筒、カメラ。ミノルタの一  

眼レフは古いので重い。   

主尾根はまるで雪の消えたスキー場のようだった。  

唐松の八方尾根の斜面を数十倍大き＜したような斜面  

力簡＜。私達は広い尾根をただひたすら登るのみ。草  

地が無＜なるのは4700米あたりであった。その後  

はザレ場をジクザクに登ってトラバース地点に毒＜。  

ABCはトラバースしてから主尾根の西側にあった。  

8Cとの標高差は700米。   

夜はカトマンズで買ったパスタに日本から持参した  

リースをかけて食べた。ネパールでは順番などを決め  

るにはどうするの力＼分からなしt彼らに「ジャンケン」  

を教える。今回の旅では、この「ジャンケンポイ、ア  

イコデホイ」が流行った。食べる物はなんでもジャン  

ケンで決めて一番になった物力囁初に手に入れること  

にした。共同の物をネパール語で「ハムロ」という。  

この言葉が流行ったものだ。  

7月15日 くもり   

視界10米＜らいのガスに包まれている。ここ  

ABCは高度計は4900米を記していた。主稜線の  

岩壁の西側にあってカール状の台地にある。広さは野  

球が出来る程度の広さがあった。高山病も出ず、今朝  

も快便がでた。   

ツル・アンタレはClへ高所用装備や水を荷揚げに  

行＜。私は一日休舞巳。彼らは2時間程度で往復して  

きた。彼らにとっては5000米＜らいならば自分の  

庭のようである。今までの所、計画l』I闘に進んでい  

る。あとはアタックの17日の天気がどうなるか。   

ここは牧草がないので馬や牛は上がってこなしt静  

かな別天地でテントの中ではネパール放送の音楽が流  

れている。一日中ガスに包まれていた。  

7月14日 ＜もり  

BC汀：49一休憩（8：35－8：49一休憩恰：25－  

9：35）－－ABC（10：現罰  

ABC（12：20一引返し点（1：50 － 2∞一  

蹴（2：30）   

早朝は天気がよ＜て対岸のアンナの写真を撮る。朝  

食は定番になったポーリッジ、玉子とお茶。快便が出  

る。   

今日はBCを撤収してABCにテントを上げる日で  

ある。まるで夏山縦走の時のように、一つのテントを  

撤収しては次のテント場に運ぶようなものであった。  

4600米付近で野鳥の玉子をみた。何の鳥だろうか。   

トラバース地点までの登りは息苦し＜、40歩ある  

いては一呼吸いれねばならなしt4600米付近では  

ハクレのヤクカ」頭いた。ABCに書けばアンタレが  

テントを設営していた。彼らlま＝白しか泊まらないの  

にBCと同じように石積みでキッチンを作った。   

簡単な昼食を済ませてから、全員で上部への高度順  

化に行＜。主稜線を忠実に豊島引き返し点では高度  

計が5250米を記していた。この他点から振り返る  

7月16［］雨のら＜もり   

夜半に雨、それが雪に変わる。私の寝ている側に積  

雪，それがテントの内張りを通って寝袋と頓に置いて  

いた唯一の防寒具のフリースジャケットを濡らす。乾  

かすのに一苦労する。今日の予定ではハイキヤンプに  

テントを上げる日だった力＼午前中は雨と風つよし。   

昼からは雨l乱上んだ力＼依然として風は強しt昨日、  

ハイキャンプに荷揚げした高所用装備と水タンクを取  

りにツル・アンタレ両君は出かけた。   

明日の天気を見てABCよりアタックすることに変  

更した。私は一目ABCで沈殿。  

7月17日 ＜もり時々雨。のら晴れ  

ABC（5：αさトーABCから見たピナクル（5：幻－6：の  

－ハイキヤンプ予定地（645－65α一最高到達点  

（805 － 8二10）－ABC（9：55 －11：a〕）－  

BC（1250   

朝3時に起きてアタックの準備をする。天気悪＜視  

界10米ほど。4時半の出発を用意していたが暗闇で  

なにも分からないので明る＜なるまで待つ。   
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珊＼かっている机アンナやマナンの万は晴れてよく  

見える。この天気が昨日ならlま頂上を踏めたかも知れ  

なしt ツル・アンタレ両君は重い荷物を担いでもニコ  

ニコ笑っている。8日ほど前に登った道をピサンヘ下  

る。   

久しぶりのベースハウスに到着する。高所岡の衣類  

を脱ぎ捨ててキャラバン用に巻替えし、盾の人がお湯  

を沸かして＜れてシャワーを浴びる。伸びたヒゲもそ  

る。ツル君達は私の汚れた衣類を洗濯してくれた。  

ABCから見nるピサクノLの頂までは、比較的早く  

善いた。ハイキャンプ予定地の事前の岩場を直聾せず  

に左に善いた放そこも悪くてカラガラの岩層だらけ  

で傾斜もきつく、歩きたくない所であった。  

ソ＼イキャンプ予定地（5200∩引はテントが6張り  

ほど張れる場所であった。高度が5000米を越すと  

息苦しくなり、散歩登っては一息つかなければならな  

しtハイキャンプを過ぎて、しばら＜すると雪まじり  

の雨と風が強＜なってきた。ガスの中でかすかに見え  

るピサンピークはひときわ高＜掌えていた。   

高度5700米で遂に登頂を断念する。いままで高  

度順応も順調に出来だのに、最後の甜紛こなって天気  

に恵まれ雇いとは残念なり。   

先ほどの岩場でlよツル吾がロープをフィックスし  

て＜れた。2泊したABCのテントを回収してBCに  

下る。時々、突風のような風が吹き身体のバランスが  

崩れる。   

今回のネバーノL〃〕旅は当初からトレツキングを主体  

にして準備をした。まさかツル君のような8000米  

のジャイアントを≡座も登ったクライミングシェルて  

が同行して＜れるとの確証もな力＼った。せめて、アル  

ファ米を10個ほどと高所用食料を3日分ほど準備し  

て来れl£アタックの日を変更出来たのこと患うと後  

悔の念が頭をよぎる。   

BCまでの草地で何回も寝ころんではネバーノ皿」」  

の空気を吸し＼このピサンピークの山にも来れないか  

と思うと、何故か感傷的になった。   

アンナプルナは今日も姿を見せて＜れなかった力＼  

BCに蓄＜頃より天気は回復する。マットを持ら出し  

て日向ぼっこをする。まるで天国にでもいるようだっ  

た。  

ピサンからカト▽ツヌまで■   

7月19日 ピサンの村を下りる。来るときは6日  

間かかったが下山は5日間でベシサハールについた。  

来るときに見落としていた物が目に付＜。7月23日  

にべシサハールに書いてカトマンズまでのパスの切符、‾  

を買いに行った訊この時期の特徴？で国連l剥可カ所  

か土砂崩れでバスの運行は何時になるか分力＼らなしt  

仕方な＜ポカラに戻って空路カトマンズに帰ることと  

した。   

カトマンズで約「週間滞在して、軌＼日本に帰った  

のは7月31日であった。今回の山旅の総牛用は約3  

0万円ですんだ。  

2002年真のグリンデルワルド   

シュレックホルン （4078M）   

への長い道  

佐々木惣四郎   

グ」ンデルウルドを中心としたペルーオーバーラン  

ド山系の1つであるシュレックホルンを真近に望んだ  

のはメンヒ登頂の時で、黒々とした岩峰の塊で、その  

難しさが予想された。   

さらに1000Mのグリンデルウルドのテント湧  

から2520Mのシュレックホルン小屋へ向かう途  

中、始めて正面にみた時の威圧感はすalもので、約  

2000Mからの高度差からであった机仰ぎ罠る高  

さと岩峰に登頂意欲が萎縮してしまった＜らいだ。   

7月18日 惰れ  

8C伍20）一最低鞍部（905－9a00－ピサン  

（10：調  

夜中の2時に目舶用を足しにテントを出ると  

ピサンの】貢上の万に星力軌lていた。アンタレ君は「サ  

ーフは夜中にモシモシと寝言を言っていましたよ」と  

云う。女房がフランスに旅立ってから彼女の声を聞い  

ていなしt   

BCのテントをゆっ＜り撤収する。頂上の方はガス  
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シュレックホルン小屋へは7月30日刀イド（33  

歳）と入ったのである力電成に素晴らしいルートで3時  

間15分というスピードであったが勇んでついてゆ＜  

事ができた。小屋からの風景は、目の前に下グ」ンデ  

ルウルド氷河、上アイスメーア氷河、フィンスターア  

ールホルン、アイガー（裏側）が見える絶好の場所で  

ヒマラヤの真っ只中に入った様でひさしぶりに胸とき  

め＜風景であった。   

リユウームある登行と下降で充実感に益れた。12時  

間30分かかった事になる。   

このあと15時に小屋をでてテントに向かう。17  

時40分 下降のロープウエイにつきテントヘ18時  

に帰毒。長し風1下りで足が構＜なったが今夏のスイ  

スでの唯一の念願の登頂で満足感が定の痛みを越えた。  

アイガー雑感  

42年卒 山田柵   

7月31日 小屋での宿泊は13人だけで、頂上に  

むかうのは2パーティで朝1時に起床。雨が降ってお  

り、少し時間待らして雨が止んだ1時50分 小屋出  

発した。小屋力＼ら上アイスメーアまで下り、氷河の上  

をたどりシュレックホルンからでてきているモレーン  

と雪田の道を延々3時間程つめ（シュレックフィルン）、  

南醜レートの取り付きに5時ぎについた取り付きの  

手前のシュルンドが大き＜開いており、刀イドが氷壁  

登りのスタイルで乗り越えたあと、案の定小生の時に  

は足場ガ崩れザイルにぶらさがってしまった。シュル  

ンドには1M強落らただけであったので、ザイルに頼  

りながら突破して取り付きに書いた。ここでピッケル、  

アイゼンをデポ。   

南西陵ルートの基部より600Mのカンテ状の岸  

壁をグレード3級ながらコンテとスタカットをMX  

させながら約20ピッチ強かせいだがRXが全＜な＜、  

登っても登ってもカベが続きイヤになってしまう位で、  

ガイドの行＜ルートを辿ることになるので高いスタン  

ス、細かいホールドも多々あり体全体が疲れ切った頃、  

8時に稜線にでて8時44分 登頂できた。7時闇の  

挙行である。   

頂上では10分間の休憩のみで2パーティだけであ  

った。頂上よりの景色は素晴らし＜高度感は振許であ  

った。天気は下り坂で帰りが思いやられた。帰りは登  

りと同一ルートで頂上よりトラバースの後、天気の移  

りに遺し切YTられる様に懸垂下降の連続で始まった。  

クライミングダウンも多々＜わえながら取り付までの  

懸垂下降は20－30M間隔で19回であった。取り  

付きからすぐ下のシュルンドは通常の下降が出来ず懸  

垂下降で乗り越した。12時頃であった。ここからは  

雪とモレーンの上を延々と下降続け14時25分 小  

屋曹で5時間30分の下降でかなり疲れたが久々のボ  

数年前、マッターホルンを登ったあと、次は東山稜か   

らのアイガーだと心に決めていた。   

けれども具体的にそれガアイ刀－を構成する山稜のう   

らのどの部分なのか、また下からはどう見えるのか等   

は頭に無＜、ただ槙さんが初踏破した稜線であって、   

難度の高い古典的ルートというイメージだけしか持ち   

合わせていなかった。グ」ンデルウルト（以下G肘）   

のテント場に着いて先輩達から、あれが東しL臆だと指   

差されて初めて“ああ、あの北壁の左端のスカイライ   

ンを作っている尾根なのだ”と認識するような始末だ   

った。槙さんが「山行」に「村の山といってもよいアイ   

ガーの、それも村の上に全線を示している東山稜が  

・■」と記されているようにGWのどこ力＼らでもこ   

の山稜は自に入り、これほど魅力的で村から指呼の間   

にある山稜カリ921年まで未踏であったのはほとん   

ど偶然だったのではと思うほどである。死者も出てい   

たし、その頃の登山技術でIまそれだけ手ごわかったの   

だろう。登寧日前日、足慣らしに訪れたクロスシャイ   

デックからは正面寄りの位置で瑚鯉）る事となり、頂上   

直前はとりわけ急峻で垂直に近いイメージとなる。去   

年の佐々木惣四郎さんの記録にあった、かなり厳しそ   

うな表現聴い出される。岩登りのトレーニンクなど   

この所やったことも無＜来てしまったので、「どうか   

な」と緊張感が走る。  

7月30日14時、組合事務所にて同行ガイド、小   

レジー”と鋭シャモニに定住するフランス人で組   

合間の提携関係からG肘に出向いてきた由。ドイツ語   

はできず聞きやすい英語をしやべる。山歴は相当ある  

10   



が東山稜は初めてだという。16時ころアイスメーヤ  

駅で下車しトンネルを少し下る。凍結しておりアイゼ  

ンがほしいほど。外へ出て上り気味のトラバースカ『台  

まる。登路自体はそれほどの傾斜でもないのだ机右  

側が大き＜切れ薄らており、休も馴れておらず余り気  

持らのいいルートではなしt20ml劫＼りの岩登り個  

所のみザイルをつける。1時間半くらいで小屋に書＜。  

目の前にミッテルレギー＝東山稼が大き＜肇えてい  

る。小雨模様で下界は見えなしt レジーは外の廊下で  

衣類の菩替えをしている間も小屋番の」l母さんと激し  

＜フランス吉吾で喋っている。何か問題がありそうで、  

明朝のことl認可も言うなとまだ聞いてもいないことに  

釘をさされる。中へ入る。イギリス人ガイドと2人の  

若者。ガイドなしのイギリス人中年者3名（内一人は  

葉形の女性）、スペイン人青年2人、それに我々と小  

母らやん計11名。こじんまりした新山l小屋でテー  

ブルを囲んで話が弾む。当然天気模様と明日の予定と  

なるが、英人ガイドが同国人に盛んに何かをま＜し立  

てている。スコットランド靴りが強＜聞き取りに＜い  

が、上告即レートと下降部がこの雨で相当困難な状態と  

なる、と身振り手振りを交えての批 スペイン人  

達はレジーからスペイン語の解説を受けている。食事  

となりレジーがホスト役を務める。スイスの山小屋で  

の組の縄験から見て一番のこ馳走だった。こってり  

したスープ」ポリュムのあるサラタ」スパゲッティに  

デザート。小屋は築後1年で、小母らやんに酌まユ  

ーコー・マキが相当寄付をした初代の小屋はアイガ  

ー・クレッチャー駅の近＜に部分保存されているとい  

う。丁度80周年喜讃椚：建て替えたのだろう。横さん  

と3人のガイドの初踏破記念写真の銅版が飾られて  

いる。ユーコーの紺でこの」l屋へは日本人がよ＜来  

るとの事である。  

20名ほどが収容できるコンパクトではあるが立派な  

小屋だ。  

翌朝3時半に起きるが雨模様なので食事もとら  

ずベッドに戻る。これまでの4日間の晴天を逃がして  

しまい残念だとの思いが胸を過ぎる。4時半に再度起  

きると薯の切れめに月が覗＜。なぜか我々2人だけで  

朝食を採り5時半に出発する。風脚ま良好。  

暫＜してアイゼンをつける。穣急入り乱れたリツジを  

急ぎ足で登り切りグロツサー・ツルムに立つ。此処か   

らは朝日を受けたミッテルレギ一恵後の登りか罠渡せ   

る。かなりの傾斜の岩場だがフィックス・ザイルも見   

えるし何とかなりそう。調子はどうだと盛んに聞＜の   

で、今のところ楽しんでいる、と害える。右下はGW   

の牧草地が広がり、登山電車の軌道力唄．えるし、左側   

はフィンスターアールホルン、シュレックホルン、ヴ   

エツターホルン等ベルナーオーバーランドの山々が連   

なる見事な3傲：）度の展望を楽しむ。後ろからは結局   

誰も来なしt少し下ってからアイゼンをはずす。当初   

の不安感も消え気力充実し最後の登りに向かう。先   

行きの天候を地膚己してレジーが先を急がせるものだか   

ら、折角の核心部もクライミングを楽しむというより  

lよフィックスにつかまったごぼう抜きスタイルで追   

い力ける。むやみに腕が疲れる。10時半ころ頂上に   

着き殆ど休まず下降に転じる。アップサイレン数回で   

最下部lこ届きここからメンヒの鞍部まで長い山稜を上   

り下りする。この辺りから丑りとなる。最後のメンヒ   

斜面のトラバースでlまガスがかかりレジーは地図と磁   

石を何度も取り出しルートを確認している。この雪の   

ルートでl讃凱ぬ落ち込みも発生するので、岩鼎こ比   

べて極端に慎重な動き方をしていた。腕に頼った登り   

で相当エネルギーを使ったためか、勿論高度の影響も   

あって全身の倦怠感が強＜15時にメンヒ小屋横のコ   

ルに辿り着くまで実に苦しい歩行を続ける。小屋から   

駅までの30分間は激しい降雪で、数日前の銀座通り   

の華やかさ切嘘のようだった。終わってみれl£激し   

い苦りの部分で充分に楽しみ、その分後半で苦しんだ   

ボリュームのある一日だった。スイス・アルプスの魅   

力はこの手軽なアップローチと骨の折れるルート、そ   

れにスタッフの揃っている刀イド組合の存在が織り成   

す物だと思う。  

帰日してから改めて横さんの「私の山旅」1968   

年岩波新書を喜売んで菖を振り返ってみた。その中で感   

心したのlよ大正末年（1926年）の秩父宮殿下の山   

歴である，先に書いたペルナーオーバーランドの3山   

はもとより、マッターホルン（スイス側からイタリア   

側へ）、テナルトルートホルン、モンテローザ、リスカ   

ム等をひと夏でこなしている。これらの山は小生が経   

験し、或いはこれから登ろうかという対象ばかりでは   

ないか。山の宮様と呼ばれていたのは知っている力＼   

ここまでやっていたとは知らなかった。日本の垂室も  
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たいした物だったわけだ。皇族や華族■貴族にもっと  

自主性が在ったのだろう。こういうことは30数年前  

に吉元んだはずだが全＜頭に残っていなしt これからも  

縄験した事を本で確認する喜びと、新し＜読み聞きす  

る面白い事の体験に、外へ出る楽しみを続けてゆきた  

い。以上  

な＜想いおこし、あの峠に立ってみたいものだと憧れ  

ました。   

そんな想いが重なって、やや強引に上堂兄を誘い込  

んでの今回の試みで、我々の予定したコースは次のと  

おりです。   

第1日 ユングフラウヨッホ→コンコルディアプラ  

ツツ→ホランディア小屋   

第2日 小屋→ザッテルホルン→アレッチホルン→  

ホランディア小屋に往路を戻る   

第3日 小屋一→レッチエンターノしのファフラーアル  

プに下り、コッペンシュタインヘ   

アレッチホルン半周記  

小笹 孝  

今年のヨーロッパの天候は真に不順でスイスもその  

例に漏れず、昨冬の降雪量が極めて少な＜、夏初めの  

6月は炎天力囁軋1たかと思うと、一転して7月には雨  

が多＜なったとのこと。（そして8月中旬のいま、中欧  

各地に洪水が起こり大きな被害をもたらしています）  

それが高所では雪となり、低所の残雪が少ないのとは  

逆に、3300m付近から上部は柔らかな雪がかなり  

積もった状況でした。   

そんなことで、例年とは逆に先に訪れたツェルマッ  

トでは、佐々木と目指したオーベルガーベルホルンも  

連日の降雪でコンディション悪＜、マッターホルンや  

チナールロートホルン等とともにガイドは出動しない  

白々が続きました。フライトホルンに3国も出かけな  

がら1週間も待った挙げ句に天気予報は好転せず。つ  

いには諦めて、後発の上堂・山田両兄と合流するべ＜  

クリンデルウルトに移動したのが7月25日。   

同日、関空を発った後発組の高度順化を図ってメン  

ヒスヨッホ小屋に一泊の後メンヒ登頂28日。29日  

を休尭ハイキンクに当て、30日から各自所期の山に  

向かいました。   

まえおき   

アレッチホルンの名や位置を知らな＜てもアルプ  

ス随一の長大さを誇る大アレッチ氷河をご存じの万は  

多いのではないでしょう力＼クライネシャイデックか  

らの豊山電車がユングフラウヨッホに巻き、掘りっば  

なしのトンネル内の駅から展望台に出ると其処はもう  

白銀の世界∴弛矧則はクッギ氷河がメンヒの西面を削  

って鋭＜且つ短＜薄らているのに対し、東南側はユン  

グフラウフィルンが広＜ゆったりと高度を下lエコン  

コルディアプラッツからは大アレッチ氷河と名を変え  

て大き＜右方向に曲がってゆ＜様が、そのスケールを  

まるで感じさせない程に大き＜広がっています。   

アレッチホルンそのものよユングフラウから東南  

に延びる支尾根が障害となり、ピラミタルな頂上部分  

を覗かせるのみで、鋭さもな＜、一向に観光客の目を  

引＜気配はありません。しかし、この山はベルナーア  

ルプス第2の高さを持ら、山容が大きいだけに、見る  

側の位置が高＜なるに従って、自ずとそのヴォリュー  

ムを実感されるものと思います。   

東西方向に真っ白な両翼を大き＜広げてアルプスの  

奥深＜鎮座する、そんなアレッチホルンを見たのは1  

997年の夏。上皇兄と私にとっては初めての400  

0両峰・フィーシヤーホルンの頂上からでした。いつ  

力唱あの山にも登りたいな－、と微かに思いました。  

また、コンコルディア小屋から暮れなずむレッチエン  

リユッケを遠＜眺めては、“山のあなたの空遠＜幸い住  

むと人の言う・‥”カール・プッセの詩をガラにも  

7月30日 晴れのら奉り   

小屋までのアプローチが短＜て午後立らとなる、ミ   

ッテルレギの山田、シュレックホルンの佐々木、両兄   

の見送りを受けて6時40分テント場■クレツチャー   

ドルフを出る。   

ガイド2名とグ」ンデルウルト駅で落ら合うつもり   

力＼現れたのよ過日ガイド組合で偶々出会いの完了  
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していたアンドレアス・アペグレン一人。グリンデル  

ウルト出身、25歳の元気な若者で、ここでは最年少  

ガイドらしい。   

もう一人とはユングフラウヨツホ駅で合流，ステフ  

ァン・り工ルツ43歳、タワォス出身の物静かな長身。   

一番電車もほぼ満席状態，トンネルを出ると陽光が  

眩ししt直らにアンザイレンとなって、アンドレアス  

は一端を上堂兄に差し出し、私はステファンと組むこ  

とになる。   

歩き出して闇無しに名前を呼ぶ声に振り返ると∪  

氏がコンコルディアまで同行したいとのこと。∪氏と  

過去2回ツェルマットのテント場で出会っており、グ  

リンデルウルトでは今回が初めて。彼はいつも独りで  

果ていて、山小屋lO帯留しながらガイドを物色しては  

4000n世＼ンティンクをされていると力＼我々よ  

りほんの少し若い分、元気を持ら合わせた、らよつと  

コニークな方で、衣服や所持品一切に名前を書き込ん  

で万一に備えられています。   

毒。明日のザッテルホルンの斜面が小屋のテラスの目  

の前です机上部は既に雲の中。風を頼りlこ思ったも  

のを乾かす。   

美味しい夕食を腹一杯に頂き、二人は早めlコ璽室に  

引き上げる。20人近く入れそうな一部屋を我々が占  

領し、好きな場所に構になる。雲が全天を覆っている  

がそrLほど厚くはなさそう。明白は明日の風が吹くこ  

とを期待して、 オ・ヤ・ス・ミ・－   

ユンクフラウヨッホ9：30－11：15コンコ  

ルデイア11：30－   

－13：05中間点13：30－15：30ホ  
ランディア小屋  

7月31日 重りのら小雨15時頃より夜中まで雨   

昨晩食堂から弓lき上ける前に起床時闇を聞＜と、  

3時と考えている傭 と言っていたアンドレ  

アスが4時になっても起こしlこ来なしt小屋の収臥  

員は60人を下るまいと思えるのに我々以外の相客僅  

かに4人。静まり力＼えっている。   

確かに昨晩は谷にもびっしり雲が押し寄せていた机  

レッチエンタールに面した窓を開けるとプラッテンや  

その下流の村々か、灯火力軌＼ている。オッ！星が出  

ているではないか！雪が多い机その切れ間には星  

がぽやけずに見える。アリガターイッ！   

出発前日のガイド組合で、30日は保つが31日は  

崩れる虞、と告げられて気になっていた天気も何とか  

なりそう。準備を整え終わった頃にアンドレアスがや  

ってきて食事に誘う。もう5時をとっくに過ぎている  

‾ツ。   

今日はこららに戻れるかどうかが判らないので荷物  

は一切残さないように、と言われて選り分けていたも  

のも全て詰める。山小屋での朝の支度にしては実にの  

んびりした事になり、ミットタークホルン方向に向か  

う2名と同時の出発となりました。   

単調な氷河の下りを2暗闇近＜も続けて漸＜コンコ  

ルデイアプラッツ］ヒ匹i角のモレーン上で小休止。行く  

手のグローサー・アレツチフィルンを見上げると、こ  

れも馬鹿で力＼し喘ぎで、ゆったりとうねりながらレッチ  

エンリユッケlこ収赦しています。 何時闇？ と問え  

ばややあって、4時間！との応え。 このクリ暑い  

中を4時間か－！！歩数でも数えながら歩くほ訓こ  

途は有りません。   

その内にクレワァスが頻繁†コ凱るようになり、2  

組が一本に繋がる。ユングフラウフィルンの場合もそ  

うでした帆ゆったりと大きなリズムの緩急のうねり  

の中で、クレワァスl淵頃斜部分に多＜出て＜るのに  

lよ何故か合点がゆきませんでした。   

アレッチホルン北壁の東端とも言えるハスラーリッ  

ペは、700mの高度差奇問ぽ一直線にらいさな背  

鰭を立てたような状態で這い上がっており、おまえは  

もう若＜l楓＼ぞッ、とまるで無愛想に我々を見下ろ  

しています。今回チョイスしな＜て好かったかも。   

暑さにうんざりする頃にlよ真っ白な流線型のグラ  

イダー玖風きり音を唸らせながら飛んできて吃驚し  

たり、薄氷による雪崩が音もな＜北壁に薄らるのを見  

ては退屈を紛らわせながら、4時間かっきりで小屋到  

小屋からコルに少し降り、突き出た岩の左側の雪面   

に残されたステップに従う。取り付きこそ締まってい   

た雪が20mも登らない内に乗ら力＼くなり、まるで日   

本の春山状鼠傾斜こそ、案内書通り50度を越すピ   

ッチが現れて＜るが面白＜もな＜、ガイドの2～3m   

後ろをただ黙々とついて行く。スタート時点で既にフ  
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どっらが本心だって？勿論前者で有った、と今も  

思ってますよ－ツ！！  

インステラールホルンを初め周りの山々の頂上部は雲  

に隠れ、今は行＜手も礪の中。  

1時間も登っただろうか、漸＜氷化したピッチに出  

て喜んだのも束の間、10mも登るとまたも軟霊。し  

かしこの氷化した斜面が出てきた途矧こ、ステファン  

はまるで走る力Ⅶ0＜駆け上がり、両者の間隔を今まで  

の2mから10mにして、私がそのピッチを登ってい  

る闇に、また元の間隔にと戻していった馬力と巧みな  

ザイル捌きには恐れ入りました。   

10m足らずの間隔を保らながら、4人が一本に繋  

がってオーペルアレッチ氷河を降り始めました。漂う  

力戦0＜、右に左にクレワァスを避ITこの降りは結構時  

間を要します。昨日も今日もアンドレアスがトップで  

すが、後ろから見ていると氷河上の彼は実に慎重であ  

り、よ＜先を読んで進路を定めていることが判ります。  

それでも、上から飛び下りる事で越えることが出来た  

深′＼クレワァスも有れlま∴滑り台よろし＜スルスルと  

滑り降りたスノープリッジも有りました。脚の太さの  

丸い穴の奥は真っ暗なんて光景を何度も見ていると、  

こんな所を一人で歩＜なんてことは、とてもじやない  

力聴い下げです。   

ザッテルホルンヘの登りは尾根と言うよりも、北壁  

帯の西端をなす雪壁で、未だあまり  

陽が当たらない。しかし連日の降雪で、常に足首から  

膝下まで潜り、時としてセカンドでも膝上までズボッ  

と入る。トップの苦労を思いやりながら、未だか－、  

未だか－、と思っていると、頂上から少し棄よりの主  

稜線こ突如飛び出した感じ。   

途矧こ南に向かって青空が広がり、背後のベルナー  

アルプス鯛も見えないにも拘わらず、還＜ワァリス  

の山勒帆乱れた雲が舞い上がっている谷も有るもの  

の、マッターホルンの北壁までも殆ど真っ白になって  

いるのには驚きました。   

左手、ガスの向こうには目指すアレッチホルンの頂  

上が400m余とは思えない高度差で蓋え立ら、のし  

掛かって＜るような威圧感にたじろいだのも束の間、  

ふたたび雲の中。   

3000m付近まで下りて＜ると、氷河も落とし穴  

を隠すような意地悪を止め、表面には大小のモレーン  

が段々と増えてきました。その頃から霞がパラツキ始  

め、直ぐ雨にと変わりましたので、音大急ぎご雨具を  

引っ張り出しての小休止。   

2700m付近からは氷を踏むことは殆ど無＜、左  

岸よりに、殺風景な睾の河原歩きか愉きました。オー  

ベルアレッチ氷河がほぼ直角に左に曲がる地点で、漸  

＜今宵の泊まり場オーペルアレッチ小屋を頭上に仰ぎ  

見ます。氷河力闇丁て表面が数十メートルも低下し、  

小屋ばかり珊壁上に取り残された結果、梯子やロー  

プを頼りの急蔭登りを嫌がったのでは辿り書けな＜な  

ったのです。有り難さ一入です。   

今宵の相客はたったの一人。我々が小屋に書いたと  

きには既にウインを独り嘗めていました机夕食中も  

食後も、デカンターを取り替えてはそれが続＜のには  

驚きました。献上堂兄lま＝人分のデザートにあ  

りつ＜ことが出来ました。   

小休止の後、棄に向かって主稜線を辿る。今までと  

は打って変わり、かなり細いスノーリッジを慎重に通  

過する場面も出て＜る。左足下は北壁力切れ落らてい  

る筈ながら、下が見えないから気楽なもの。エキスポ  

ーズドなルートだからガイド一人に客二人は無理だ、  

とガイド組合が言っていた理由もこの辺のことかな、  

と善意の納得。   

極めて僅かな登り降りの内にクライン・アレッチの  

頂上に書き、着いたと同時lこそれぞれガイドが私た  

らに手を差u申べて握手となってしまいました。   

口には出しません力＼ナンデコンナトコテ握手ヤネ  

ン？ 頂上チャウヤンケ！   

そんな思いと裏腹に、ヤレヤレ、コレデ楽ニナレル  

ノカナ？！  

ホランディア小屋6：35－8：00ザッテルホ   

ルン8：20－9：10クライン アレッチホルン   

9：30－－11：30小休止（2700m付近）1  

1：50－   

－13：30小屋下14：00－14：15オ   

ーペルアレッチ小屋  
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8月1日 重りのち晴れ   

ベルアルプからこの小屋までは一応育マークのハイ  

キンクコースになっていますが、昨日最後の歓迎をし  

て＜れた急崖を慎重に下り、目を慰める緑のアルプも  

な＜切り立った∪字谷の底でのモレーン歩きが今日  

のスタートです。   

オーベルアレッチ氷河は大アレッチ氷河に合流する  

手前およそ2kmの地点で消滅しています力＼その末  

端付近で谷は急速に狭まり、そして落ち込んでいる様  

子。道は落ち口直前の右岸側壁を乗り越えてゆきます。  

つるつるの岩壁に辛うじて弓lっ掛かったような粘土質  

の足場と固定ロープを頼りに黄泉の国から脱出する  

伊弊諾尊よろし＜回り込んでゆきますと、今までの殺  

風票な景観力」転して緑豊かなべルアルプが眼下に開  

けました，   救われたようにホッとしました。小  

さな教会のらいさな尖塔とホテル・ベルアルプがほぼ  

同じ高さに手の届＜ように見え、未だ1時間余りも  

歩かねばならないとは思えません。   

フリークーーグリンデルウルト  

あとがき   

ガイド組合のメニューにもない夏のアレッチホルン  

で静かな山歩きを楽しみました， 案内書（ハンス・  

グロツツセン著 近藤 等訳 ベルナー・オーバーラ  

ント）に依れlま∴ホランディア小屋～コンコルディア  

小屋の縦走は11～15時間となっており、我々がク  

ライン・アレッチまでに要した暗闇、約3時間足らず  

lよ決して遅＜はなし＼と思います。さりながら、ク  

ライン・アレッチ止まりとなってしまったことは実に  

残念です。   

アンドレアスが3時に起きた時には、谷は空で埋ま  

っていた、と言う彼の言葉訝言じれlま出発が遅＜な  

ってしまった事はやむを得ないこと。さらには、彼等  

が握手の手を差u申べて下山と決定したのも、午後の  

天候の推移を考えれ」ま実に彼等は正しかったと言わ  

ざるを得ません。   プラッテンヘ降りるゴンドラには中間駅がありまし  

た，中間駅と言えIま シエールからクラン・モンタナ  

に上がるフニクラーレには複数の中間駅が有り、驚き  

ました。斜面に住んでいるスイス人は脚力カ雪軋＼l劫＼  

りではな＜、ワイヤーロープ利用の達人だ、と感心し  

ています。   

一書（アルプス4000m峰 登山ガイ何に依れは  

雪の巻いたアレッチホルン南西陸上部を下降する時の  

ルート判断は困難、と記されており、視界不良となれ  

ば尚更でしょう。   

東北東稜を降ってコンコルディア小屋に抜けるテは  

有ったと思うのです力＼もう過ぎたこと、と諦めまし  

ょう。 でも、1900フランは痛いよナー。  

以上  

プラッテンからはPTパスでフリークに出て、当初  

の予定で下りて＜る筈だったコッペンシュタインを経  

てグ」ンデノのルトに戻りました降り出した雨と競  

争で大急ぎでテントをたたみ、ウルトホテル・ベラリ  

ーの中島正晃さんとブラックカ＼車で拾いに来て＜れ  

るのを待つうちに今回の山旅も終了です。   
ガイドのアペグレン（25歳）  

上堂竹青  アレッチホルンの］u則を西行したのら南下して、さ  

らに南面を乗行した縄矧よちょうど同峰を半周した  

形です。 梯子以外には挙ることこそ殆ど有りません  

でした力＼よ＜歩きました。   

アレッチホルン・2泊3日小屋泊まりの山行に必   

要な装備が30Lの汀旧mmutのリュックに全て収ま   

っている。見事である。登挙闊貞一式・50mのロー   

プ・クランボン・ハーネス・昼食・水筒・雨具・小型   

のルート園（写真入り）等。短いスチールシャフトの   

アイスアックスを常に左の」l脇にかかえている。なか  
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ルベルアルプ11：00－   

－11：15ゴンドラ乗り場－⊥プラッテンー  



－1L（テルモスでな＜水筒）。と簡素であるが小屋  

での夕食と朝食の摂取暮lまひなり多いし、内容が充実  

しているのでうま＜釣り合っている。スープ・メイン  

ディッシュ・デザート・パン等、デザート以外はお代  

わり自由である。食事の作法の良さ．なめるように食  

べるとはこのことかと思わせる。行動に移れば的確な  

判断と危険を避けるため時間を大切にし、早＜安全な  

場所へ移動する⊃ハーネスl卦」l犀を出て小屋に書＜ま  

で装蓄。思うに食事と体力の差を少しでも縮める努力  

カ傾。そうでないとせっか＜のガイドとの山行が楽  

し＜なし㌔  

な力l恰好良しt ストックは持っていなし＼十分にバラ  

ンスが良いので不要（私にl譲必要）。即ら必要かつ十分  

にして軌lの持ら臥物lコ頓る事と持らすぎに注意，  

衣類は≡日間を通して出発時に鼻に昔lTていた物の秋  

雨異はたいへん薄い上下、下l溜まで開いたチャック  

付きでクランボンを付けたままで善脱できる払足  

元は革靴でスパッツではな＜ズボンしたに薄いゲート  

ルを丁寧にまきつけている。手袋は皮の防寒用、帽子  

だけアプローチ時と登撃時と変えていた。要のシーズ  

ンの寒暖の産は鰯えられた体で十分に対応出来るのだ  

ろう。昼食（行動罠）lよサラミ・チーズ・堅いパン・  

チョコレート少々、それに毎日小屋で入れるハープテイ  

砲即心7冥嘲軋軋鴫・敏感よ感  
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弧あまり高低のない縦走路を天山荘まで、小雨と  

ガスの中。視界100－200m。コマクサだけが足  

元によ＜見えた。天山荘で立ったまま雨宿り25分。  

雨の中を常念に向かう。小さなピークを≡つ巻き、ノ  

ンストップ2時間10分でTSへ。3人ずJS軌靴  

下を絞ってテントの利こ吊るす。夕食は大島献立のブ  

タ角煮どんぶり。残りわずかなウイスキー、焼酎を飲  

み干す。となりのテントの携帯電話がうるさしt  

ここもテント1人500円、水1リットル150円。  

タラッシタルート  

「燕岳から蝶が岳へ」を歩く  

上田忠士   

夏の山岳会公式行事であったが、コースがあまりに  

もポピュラーなのか、白が悪いのか参加者が少な＜3  

人。「のんびり行こうぜ」で出かけた。  

メンバー：佐々木、上田、大島  8月16日（晴れ）  

TS5：55一常念岳（7：00－7；20）一蝶槍1  

0：20一蝶が岳ヒュッテ（11：00－11：20）  

一三股14：20  

今日はfine。早朝テントから出て槍の穂先を見る。棄  

に向けばsしれ鹿。さすがにこのコースは構、穂高の  

展望台だけあって、常念頂上からはすばらしし嘲bめ。  

前穂高北尾根、明神岳、横尾本谷、  

キレット、A沢の∝山懐かしいところだ。蝶が岳へ  

向かう途中からガスが出て遠望がきかな＜なった。蝶  

が岳ヒュッテでエッセン。≡股への下りは長＜、12  

00mの下りだ。三股で上田車lこ乗り、中房温泉へ大  

島車回収に行＜。31kmタクシーだと11000  

円とあとで聞いた。  

雪線到着18：00．久保田先輩が「ひやむぎ」を用  

意して＜れており、いただ＜。  

Manythenks．  

8月13日（晴れ）   

佐々木、大島は大阪から、上田は名古屋から雪線′＼  

18：00集合。名古屋からは景色のよい国道153  

号を走る。約4楓高速料金4300円が助かる。  

夜は温泉のあと、ビールで乾杯。明日からの好天を祈  

る。3人では歌も出ない。就寝22：00  

8月14日（重り）  

雪線5：50－「≡股7；15－ヰ房温泉出発8：55  

一合戦小屋11：40一燕岳TS12：30  

起床5：10 車2台で出発。起床後40分で出発と  

は早い。上田車を下山予定の≡股に置＜。大きな駐車  

場で問題なし。大島車に3人乗り中肩温泉へ駐車。  

暑い中を急な合戦尾根にとりつ＜。何と言っても表銀  

座の入り口、われわれを含め、中年、初老の登山者が  

多しt合戦小屋で一切れ（その割には大きい）800  

円のスイカを食べる。50人ぐらい休憩していた。こ  

こからやや傾斜がゆる＜なり、お城のような燕山荘直  

下のTSへ。佐々木が先行して場所を確保。ここは3  

0張り程度の広さ。遅＜なるとかなりの傾斜地に張る  

ことになる。1人500円、水1t」ツトル200円。  

燕岳往復1楓2500Mより上部はガスの中。硫  

黄尾根はよ＜見えたが、椿、穂高がガスの中。夜中よ  

り雨。  

8月17日  

午前中涼しい内に4人で雪線周辺の夏草刈り取り。き  

れいになりました。11時大阪、名古屋へ。  

久保田さんは今夜も泊まられた。  

このコースはし畑山者向き、小屋泊まりならいつ  

までも（？）楽しめるところ。  

10年先に再度行きましょう。  

8月15日（雨。ガス）  

TS6：50十天山荘（9：15－9：40）－常念  

峠TS ll：50  

起床5：00 濃いガスの軋雨が止んだときテント  
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